様式第９号（第９条関係）
省エネ基準に係る工事監理の状況（仕様基準）

年　　月　　日
（あて先）小 田 原 市 長

　この書類に記載した事項は、事実に相違ありません。

　工事監理者　　　　　　　　　　　
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(注意）
[bookmark: _Hlk186106305]1.本様式は、「住宅仕様基準」により建築物エネルギー消費性能基準への適合性を確認した住宅に係る工事監理を対象としています。
2.計算対象となる設備等が無い場合は、当該設備等に係る項目の記載は不要です。
3.「照合を行った設計図書」の欄は、建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律施行規則第１条第１項に規定する図書等のうち、工事監理で照合を行った図書を記載してください 。
4.「確認方法 」の欄は、A • B • Cのうち、 該当するものを〇で囲んでください。Cに該当する場合は、確認に用いた貝体的な書類を記載してください。
A : 目視による立会確認     B：計測等による立会い確認　　C : 施工計画書等 ・試験成積書等による確認

